
  当院では下記の臨床研究を実施しております。
  本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供されることを
　希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。
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中京病院　消化器内科
平日（月～金）　8:30～17:00　TEL（052）691-7151（代表）
名古屋市立大学病院 　臨床研究開発支援センター
平日（月～金）　8:30～17:00　　TEL(052)85８-7215

これらのデータは各研究参加施設において電子ファイルに入力し、研究事務局へ電子メールに
添付する方法で送付する。

B型肝炎ウイルス再活性化予防のために核酸アナログ製剤を投与した症例における
長期臨床経過の検討

JCHO中京病院を受診された患者さまへ

　2023年3月31日まで

B型肝炎の再活性化予防目的で核酸アナログ製剤（NA）を投与した症例において導入
前および導入後の以下の一般診療情報を収集する。これらのデータは各研究参加施
設において電子ファイルに入力し、研究事務局へ電子メールに添付する方法で送付
する。

患者さんのカルテ情報は、当院・名古屋市立大学内において個人が特定できないよう
にコード化（匿名化）して、名古屋市立大学で管理しているファイルにデータ登録を行
います。
当院・名古屋市立大学からあなたの個人情報が持ち出されることはありません。

１．主要目的
B型肝炎の再活性化予防のために核酸アナログ製剤を投与している患者において、安全に同剤
を中止する基準を確立する。
２．副次目的
　B型肝炎の再活性化予防のために核酸アナログ製剤を投与している患者数、背景疾患、同剤
の中止例数、長期にわたる臨床経過を評価する。


